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ⅠⅠⅠⅠ    事業概要事業概要事業概要事業概要    

本事業では、環境問題の概論、委員会が考える環境対策の条件、ＪＣが取組むべき環境対策の実

例についての情報提供を実施し、またＮＰＯ法人川口市民環境会議 代表理事 浅羽理恵氏から川口

市における環境対策運動の実例について情報提供して頂いた後、その情報を基に、参加者に「自ら

の地域でどんな環境対策事業ができるか」について約１時間のディスカッションをして頂きました。

各情報提供の目的と内容は次のとおりです。 

委員会からの情報提供 

① 環境問題の概論 

目的：参加者へ環境に対する問題意識を再認識してもらう 

内容：私たちの生活（経済活動）がどれほど地球環境に負担をかけているかを説明 

② 委員会の考える環境対策の条件説明 

目的：ＡＬＬ ＴＯＫＹＯとして同じ方向に進むように、基礎部分を共有してもらう 

内容：循環型社会の定義、それに向けた環境対策事業を実施する際のキーワードを説明 

③ 委員会が求めるＪＣが取組むべき環境対策の実例 

目的：ディスカッションでどんな事例を考えたら良いのか的を絞ってもらう 

内容：フードマイレージを使った地産地消推進、フードドライブを使った食材再利用 

浅羽氏からの情報提供 

④ 川口市で取り組んできた環境対策事業の実例紹介 

目的：環境対策事業・運動の手法を知ってもらう 

内容：現在どの程度まで運動が発展し、それがどれ程環境に貢献しているかを紹介 

ディスカッションのテーブル数は１０テーブル、１テーブルの人数は５～６人とし、そこに委員

会メンバーがテーブル補助係として各テーブルに１名付きました。テーブル補助係の役割は、テー

ブルのコーディネートではなく、あくまでも進行補助とし、参加者が自由に意見交換できよう心掛

けました。 

最初の５分間で、テーブル内での役割決め（進行係・まとめ係・発表係）と自己紹介を行いまし

た。役割決めはジャンケンとし、自己紹介では、日常自らが環境に対して心掛けている事柄を１つ

挙げながら自己紹介して頂き、初対面の参加者に対するアイスブレイクを図りました。 

１０分間のブレーンストーミングでは、とにかく参加者に思い付いた環境対策のアイディアをど

んどん付箋に書いて頂きました。その際、何の資源採取抑制に繋がるかを考えて頂き、循環型社会

実現に向けた取組みという枠から外れないようにしました。 

次の１５分間で、それぞれが考えた環境対策のアイディアを順番に出し合って頂き、テーブル上

の模造紙に貼り出して頂きました。貼られた近いアイディアを考えた方は、自らの付箋を貼られた

付箋の近くに貼って行き、グループ化して行きました。グループ化の際には、採取が抑制できる資

源ごとにグループ化したり、家庭か会社かなどどの分野で取組める事業かという括りでグループ化

したりしているテーブルが多く見られました。 



次の２５分間で、貼り出された環境対策のアイディアを、実際に地域で事業化・運動化するには、

どのようにしたら良いかを意見交換して頂き、様々な案を組み合わせながら、２つの事業案を作り

上げて頂きました。 

そして最後の５分間で、まとめ用紙に記入して頂きました。まとめかたは「○○をすれば、△△

の資源採取が抑制できる」という形にして頂きました。それぞれのテーブルから発表して頂いた事

業案は、次のとおりです。 

 

ⅡⅡⅡⅡ    ディスカッションディスカッションディスカッションディスカッション結果結果結果結果    
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Ｃグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校から出る給食の残飯を肥料化し、地元の農家へ提供すれば、 

 

１． 処分エネルギーの削減につながる 

２． 化学肥料製造のエネルギー削減につながる 

３． 運搬時のＣＯ２削減につながる 

リユース「ハシ」を使用しているお店マップを作れば、 

 

森林資源の削減ができる 

早寝・早起き運動で、 

 

ＣＯ２削減 

  ＳＴＯＰ少子化！                  会議の効率ｕｐ 

 

    家庭円満  資源のリユース            良い起案 

                 明るい豊かな社会の実現 

公共交通機関の利用 

 

燃料資源の削減 

三世代家族の復活 

 

あらゆる資源の削減 



Ｄグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇグループ 

 

 

 

 

 

緑を増やせば、 

 

ＣＯ２削減になる 

市民の声を集めて、声を発して頂ければ、 

 

次の日からの行動が変わる 

発電用自転車をこいで電気の大切さを知ってもらうことによって、 

 

電力の消費を抑えることができる 

『エコ・サイクルフェスタ』 

家庭で料理を作るのに、どれだけのエネルギーが必要か知る 

料理ごとに数値化 

 

エネルギー資源の削減 

太陽光発電を事業化すれば、火力発電が不要となり、 

 

エネルギー資源の抑制ができる（二酸化炭素の削減にもつながる） 

スローライフの実現によって、早く寝て、早く起き、自転車を活用することにより、 

ちょっとした我慢を心掛けて、 

 

我々ができる資源抑制運動へとつなげる 

自転車を活用すれば、 

 

ガソリンの節約につながる 

１．レンタサイクル  ２．自転車手当て 



 

 

 

 

 

 

Ｈグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊグループ 

 

 

 

 

 

地産地消をすれば、 

 

フードマイレージの削減につながる 

１．季節野菜の調理  ２．メニューの提案  ３．食べ残しを減らす 

地域の野菜大好きプロジェクト（地産地消する） 

※ 空地活用  ※ 有機栽培  ※ 畑で食べる（採ったものをその場で） 

 

化石燃料減る！！ 

エコ宣言プロジェクト！ 

※ 企業がエコ宣言！（コピー用紙・電気点けっ放し・エコカー） 

※ 削減した電気コストを地球に還元 → 地元企業のイメージアップにつながる 

 

ＣＯ２削減！！ 

杉の箸ですし喰いねえ！（マグロばかり食べない） 

 

花粉症の抑制 

石油製品・ティッシュ・薬の抑制 

海洋資源の保護 

「お風呂でコミュニケーション❤」 

 

エネルギー消費削減 

家族の絆 

ティッシュ使用料削減 

食べ残しをなくす運動をすれば、 

 

１，９００万ｔ／年の食べ物関連の資源採取が抑制できる 

４，８００億ｔのＣＯ２削減（大豆換算） 



 

 

 

 

 

 

ⅢⅢⅢⅢ    浅羽氏浅羽氏浅羽氏浅羽氏からのからのからのからの講評講評講評講評    

各テーブルからの事業案発表後、時間に余裕があったため、講師の浅羽氏より感想を頂きました。

以下要点のみ記載します。 

・環境事業を難しく考えず、楽しく行って欲しいこと。 

・早寝・早起きなど、身近にできる運動は、すぐにでも取り組んで欲しいこと。 

・食に関する案も多かったが、その問題意識を是非とも運動に繋げて欲しいこと。 

・太陽光発電の事業化など、地域と協働で行うには、是非取組んで頂きたい案が多くあったこと。 

・ＪＣが持つパワーをもっと活かして欲しいこと。 

 

ⅣⅣⅣⅣ    アンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果のののの検証検証検証検証    

・委員会からの情報提供は大方理解して頂けたようですが、もっとパワーポイントを重視したプレ

ゼンにし、シンプルにしたほうが、参加者の理解度を高められたと考えられます。同時に、数値

をもっと提供、例えばＣＯ２量排出量を表したほうが、参加者には分かりやすかったと考えられ

ます。 

・講師の浅羽理恵氏からの情報提供は、委員会からの情報より理解度が高かったと言えます。しか

しながら、お話して頂く時間が短く、紹介した各事業例をもう少し詳細にお話して頂く時間を設

けたほうが良かったのではないかと推察されます。 

・ディスカッション前に情報提供することは、多くの参加者にディスカッションの目的を把握させ

ることができたと考えられ、また情報提供の内容も役立ったと言えます。 

・今後の環境対策事業実施を、実に９３％の参加者が前向きに考えていることは、環境対策事業開

催を推進していく東京ブロック協議会としては、大変心強い回答であったと言えますし、ほぼ全

てのＬＯＭで環境対策事業を実施できる土壌があることが判明したと言えます。 

・「すぐにでも実施したい」「実施したい」とお答え頂いた方の理由を見ても、「環境対策が大切だ

から」という感覚的理由の他にも、「既に地球がおかしくなっているから」「地球に住まわせて頂

いているから」等、地球人としての自覚と責任を挙げている方もおり、環境に対する意識の高さ

を物語っていると言えます。また環境対策事業を環境事業としてだけでなく、まちづくり事業と

してや継続事業として捉える意見もあり、ＪＣとして取組みやすいと考えていることが窺い知れ

ました。 

・「よく分らない」とお答え頂いた方の理由の中に、「経済との結びつき、お金との関連性、動機や

やる気をもっと上げて欲しい」という意見があったことから、環境と経済との両立が図れるよう

な情報の提供、経済的インセンティブが表された事業例の紹介がもう少し必要であったことが反

省されます。 

 

マイカップ運動を推進すると 

 

森林資源と石油資源の採取が抑制できる 

いろいろなチェーン店や飲食店に、マイカップを使わせてもらうように運動する 



・今後どのような事業をやっていきたいかについては、ディスカッション結果と同調する傾向があ

る中で、一個人として取組むべき環境対策、ＪＣ内で取組むべき環境対策、ＪＣが市民に向けて

取組むべき環境対策がほぼ均等に挙がっており、市民向けの環境対策事業の開催を推進していく

と同時に、もう少しＪＣメンバーの環境に対する意識の醸成も図っていかなければならないこと

が推察されます。 

・今回の事業に対する自由意見では、事業を前向きに感じて頂いた方からの意見という偏りがある

かもしれませんが、「楽しかった」という意見が多く見られたことから、ディスカッションとい

う楽しさを付加したことにより、委員会のメッセージが伝わりやすかったと考えられます。 

・ただその中でも「もっと一般の方々と一緒にグループディスカッションができれば良かったと思

います」など、外部団体への動員面で反省すべき点があったと同時に、そうした外部団体の方々

からＪＣに対する大きな期待の表れとなる意見があったことからも、外部団体の方々との協働を

もっと推進していかなければならないことを窺い知ることができました。 

 

ⅤⅤⅤⅤ    事業事業事業事業をををを振振振振りりりり返返返返ってってってって    

東京ブロック協議会は、本年度川島会長の所信にもあるとおり、運動体としての軸と支援体とし

ての軸の二軸を持っています。 

東京ブロック内２４会員会議所へ環境対策運動を普及させようという運動体としての側面から

みた場合、今回の事業は意義あるものになったと思います。提供する情報に委員会としての恣意性

を持たせ、「新たな資源採取を抑制する」という点に的を絞って説明したことにより、ほぼ全ての

テーブルで資源の削減・抑制に繋がる事業案へと導くことができ、ＡＬＬ ＴＯＫＹＯとして、「こ

こに向かって環境対策事業を推進していく」という方向性を示せたと考えます。 

もう一方の２４会員会議所への支援体としての側面からみた場合、参加者の所属ＬＯＭに若干の

偏りがあったものの、多くのＬＯＭに環境対策についての基本情報を共有させることができた点で

は、意義のあるものとなったと思います。参加者にとっても「資源を大切にしよう」「地域でもや

ってみよう」との意識が共有できたのではないかと思います。 

また、今回の事業を通じて、参加者の環境問題、環境対策への知識レベルが想像以上に高いこと

を知ることができました。日頃からテレビ・新聞・インターネット等々で環境についての情報を得

ている上、環境の事業に参加するという機会を与えることにより、少なくとも普段は何気なく見て

いた情報、聞いていた情報に、改めて問題意識を持って目を向け、耳を傾けるようになっていたの

ではないかと推察できます。 

ディスカッションの結果、アンケートの結果にも記載がありましたが、今回のような参加者に環

境対策について討議して頂く場の提供自体も、地域での市民向けの事業になり得ること、ＬＯＭ内

でメンバー向けの事業になり得ることを、改めて感じさせられました。 

今後、６月事業で、フードマイレージを使用した地産地消の推進によって化石燃料資源の採取抑

制を目的とした事業を、２４会員会議所へ環境対策事業の具体例として実施し、さらに９月事業で

は、２４会員会議所に推進して欲しい環境対策事業を数種類提案する予定ですが、今回のディスカ

ッションで頂いたアイディアを、それぞれのＬＯＭの意向として参考にさせて頂きながら、より循

環型社会の実現に向けて、発信性の高い、取組みやすい事業を考案し、東京から日本を変える可能

性に挑戦して行きたいと考えています。 


